
下
水
道
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

効
率
的
・
効
果
的
な
修
繕
・
改
築
へ

生
産
性
向
上
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

国
交
省
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

魅
力
的
な
建
設
現
場
の
創
出
へ

国
土
交
通
省
は
七
月
二
十
二
日
、
東
京
・
内
神
田
の
日
本
下
水
道
協
会
会
議
室
で
第
一
回
「
下
水
道
管
路
施
設

に
お
け
る
維
持
管
理
情
報
等
を
起
点
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
た
技
術
検
討
会
」
（
委
員

長
・
岡
本
誠
一
郎
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
下
水
道
研
究
部
長
）
を
開
き
、
新
た
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
管
路

編
）
の
作
成
を
開
始
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て
施
設
の
設
置
状
況
や
維
持
管
理
情
報
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
点
検
・
調
査
・
修
繕
・
改
築
を
促
進
し
て
い
く
。

下
水
道
整
備
の
進
展
に
伴

い
全
国
に
お
け
る
下
水
道
の

管
路
施
設
は
約
四
十
七
万
㎞

に
達
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
老
朽
化
も
進
み
、
布
設
後

五
十
年
を
経
過
す
る
管
路
が

加
速
度
的
に
増
加
す
る
見
通

し
だ
。

こ
の
た
め
同
省
は
地
方
公

共
団
体
や
関
係
団
体
な
ど
か

ら
な
る
同
検
討
会
を
設
置
。

委
員
に
東
京
都
下
水
道
局
建

設
部
管
路
再
構
築
事
業
推
進

専
門
課
長
の
大
岡
隆
志
氏
、

横
浜
市
環
境
創
造
局
下
水
道

管
路
部
管
路
整
備
課
長
の
早

川
正
登
氏
、
大
阪
市
建
設
局

下
水
道
部
管
渠
担
当
課
長
の

湯
浅
泰
則
氏
、
鶴
岡
市
上
下

水
道
部
参
事
兼
下
水
道
課
長

の
有
地
裕
之
氏
、
豊
田
市
上

下
水
道
局
企
画
課
副
課
長
の

新
岩
康
正
氏
、
地
方
共
同
法

人
日
本
下
水
道
事
業
団
事
業

統
括
部
上
席
調
査
役
の
富
樫

俊
文
氏
、
下
水
協
技
術
研
究

部
技
術
指
針
課
長
の
重
野
達

史
氏
、
公
益
社
団
法
人
全
国

上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
の
竹
内
章
博
氏
、
公
益

財
団
法
人
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
研
究
第
一
部
長
の
小

川
文
章
氏
、
公
益
社
団
法
人

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協

会
専
務
理
事
の
酒
井
憲
司
氏

ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

初
会
合
で
は
吉
澤
正
宏
同

省
下
水
道
部
下
水
道
事
業
課

事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
皆
さ
ま
の
議
論
を
踏
ま
え

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
維
持
管
理
を
起
点
と
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

の
強
靭
化
を
図
り
た
い
」
と

述
べ
た
。
ま
た
岡
本
委
員
長

が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
大
き

な
鍵
と
な
る
。
皆
さ
ま
の
先

進
的
な
取
り
組
み
を
全
国
す

べ
て
の
都
市
に
普
及
さ
せ
る

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
検
討
会
で
は
施
設
情
報

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
化
、
維
持

管
理
情
報
の
活
用
手
法
、
よ

り
効
率
的
な
点
検
・
調
査
方

法
な
ど
の
議
論
を
深
め
つ
つ

日
常
的
な
維
持
管
理
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
策
定
や
効
率
的
な
修

繕
・
改
築
に
活
用
す
る
新
た

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

の
標
準
化
を
め
ざ
す
。
こ
れ

に
伴
い
下
水
道
管
路
の
点
検

・
診
断
・
修
繕
・
改
築
に
関

連
す
る
民
間
資
格
を
積
極
的

に
活
用
し
、
施
設
の
品
質
管

理
と
併
せ
て
人
材
育
成
や
技

術
力
の
維
持
・
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

国
土
交
通
省
の
「
ｉ

Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

（
会
長
・
小
宮
山
宏
㈱
三
菱

総
合
研
究
所
理
事
長
）
の
第

五
回
企
画
委
員
会
（
委
員
長

・
小
宮
山
会
長
）
が
七
月
十

七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同

省
特
別
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
な
ど
を
活
用
し
た
生
産

性
向
上
の
取
り
組
み
の
現
状

を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
各

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活

動
状
況
を
確
認
し
た
。

国
交
省
は
建
設
現
場
の
生

産
性
向
上
を
図
る
「
ｉ

Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
を
推
進
す
る
た
め
、
産

学
官
に
よ
る
同
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
立
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
関
係
者
が
連
携
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
革
新
的
技
術

の
導
入
や
三
次
元
デ
ー
タ
の

活
用
な
ど
生
産
性
が
高
く
魅

力
的
な
新
し
い
建
設
現
場
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
日
の
企
画
委
で
は
工
藤

彰
三
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
開
始
か
ら
四
年
目

を
迎
え
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

成
果
が
出
て
い
る
。
公
共
工

事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、

受
発
注
者
の
責
務
と
し
て
情

報
通
信
機
器
の
活
用
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
建
設
業
の
働
き

方
改
革
を
推
進
し
、
将
来
に

希
望
が
持
て
る
魅
力
あ
る
現

場
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
」
と
述
べ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
促
し
た
。

生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

で
は
維
持
修
繕
系
工
事
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
象
工
種
の
拡
大
や

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
地
形
・

構
造
物
な
ど
の
三
次
元
化
）

の
適
用
拡
大
な
ど
を
行
う
。

時
間
短
縮
や
効
率
性
が
増
す

こ
と
で
付
加
価
値
の
高
い
仕

事
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
現
場
の

生
産
性
が
ど
の
よ
う
に
向
上

す
る
か
具
体
的
な
導
入
効
果

を
把
握
す
る
考
え
だ
。

岡本委員長

国交省検討会が初会合

吉澤室長

企画委員会で取り組み状況分析

工藤政務官
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